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手書きでの作成

脈拍などの数値や
マイナンバーカー
ドをスキャンして
時間を短縮。現場
や患部の状況を画
像で送れる

メモの手間が省か
れてミスを防止。
説明にかかる時間
を短縮できる

情報を素早く
引き継げる

入力済みの
データを

活用できる

病院側もメモする
ため時間がかかる

迅速な情報伝達が
難しい

情報の引き継ぎに
時間がかかる

帰署するまで
作業ができない

救急車の適時・適切な利用を
　新潟市の昨年の救急搬送人数は過去最多の40,695人でした
が、そのうち約３割の人が軽症で、入院することなく自宅へ帰っ
ています。救急隊は24時間いつでも出動できるように準備して
いますが、救急隊や受け入れ可能な病院には限りがあります。
本当に必要な人のため、救急隊が出払っていて到着が遅れるこ
とがないよう、救急車の使い方を考えてみましょう。

　効率的な搬送をするため、これまで手書きのメモや口頭で伝えていた傷病者
情報などの伝達を ICT化する取り組みを進めています。

情報を院内で共有し
受け入れ可否を判断

入力済みのデータで
引き継ぎ書を作成・
送付

帰署中の車内でタブ
レットに記録

こ
れ
ま
で

こ
れ
か
ら

Ｉ
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Ｔ
化

SMS

現場の
映像

受け入れ不可の場合
作成済みデータを利用して時間を短縮

■新潟県AI救急相談アプリ
　AIとのチャット形式で24時間いつでも、どこでも気軽に
相談できます。もしものときに備え、実際に症状がないとき
に試せる「お試しモード」もあります。「L

ラ イ ン
INE」で「友だち登録」

=右=をして利用してください。
■新潟県救急医療電話相談　
　すぐに救急車を呼ぶべきか、病院を受診すべきか迷ったと
きに、看護師などから受診の必要性や対処方法などについて
の助言、受診可能な病院の案内を受けることができます。
15歳以上の相談…＃7119 または☎025-284-7119
14歳以下の相談…＃8000 または☎025-288-2525　

時間 18時～翌８時

ICT化で効率的な
搬送が可能に
　今までは、手書きや口頭
で病院に情報を伝えていま
したが、何度も同じ情報を
伝達するときに、聞き取り
ミスなどが起こらないよう、正確かつ迅速に情
報を共有することに課題がありました。より効
率的な搬送ができるよう、今月から、市内20カ
所の病院などと連携し、ICTの活用を段階的に
進めていきます。ICT化により、何度も同じ内容
を繰り返す必要がなくなり、連携がスムーズに
行えるため、病院到着までにかかる時間を短縮
できると期待しています。

より多くの命を救うために
　救急医療は1分、１秒を争う場面もあるため、
少しでも早く適切な病院へ搬送することが大
切です。ICT化により、写真を送って医師に患
部を見てもらうことができるようになりまし
た。搬送前に医師の判断がしやすくなるので、
適切な病院への搬送もしやすくなるなど、時
間短縮以外にもメリットが多いです。より多
くの命を救うために、これからも救急隊では
さまざまな取り組みを進めて救急活動の効率
化に努めていきます。

救急隊からのお願い
　名前などの確認のため、マイナンバー
カードや運転免許証を、同意を得た上で撮
影することがあります。ご理解と協力をお
願いします。

現場・傷病者の状況
を紙とペンでメモ

メモを基に病院へ電
話で状況を説明

救急隊から聞き取っ
た説明を基に院内で
受け入れ可否を相談

引き継ぎ書を手書き
で作成し手渡し

帰署後、システムに
活動内容を入力

タブレットに現場・傷
病者の状況を入力

救急隊の現場到着 医療機関への
受け入れ要請

傷病者の受け入れ
可否確認 傷病者の引き継ぎ 活動内容の

記録・報告

https://Live119
.......

URLを開いて、
Live119を始め
ます。

XXX-XXX-XXX

入力内容をデータで
共有。お互いに画面
を見ながら説明

急な病気やけがで迷ったときは

課題

救急搬送時の情報伝達をICT化

受け入れ不可の場合 要請からやり直し

大切な命を救う
ために協力を
お願いします

救命救急処置 病院へ搬送

メリット

情報を複数人で同
時に共有。迅速な
情報伝達が可能

消防局マスコット消防局マスコット
キャラクターキャラクター
「消太くん」「消太くん」

119番通報をつないだまま
ショート
メッセージ
（SMS）を
消防から
送信

SMSに記載の
URLをタップして
Live119を起動

注意事項の確認とマイク
などの使用許可を行い、
撮影開始！

• 傷病者の映像を見せて、最適な応急手当てのアドバイスを受けられる
•同センターから手当て方法の動画を受け取り、見本を見ることができる
•救急隊や消防隊が現場到着前に状況を把握し、事前に準備できる

こんなことができます！

通報現場を映像で伝える「Live119」
　通報者のスマートフォンから現場の映像を送信してもらうシス
テム「L

ライブ
ive119」を運用しています。119番通報時に消防指令管制

センターから映像送信を依頼されることがあるので、協力をお願
いします。　問消防局指令課（☎︎025-288-3270） 紹介動画は

こちらから
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